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報道関係各位  

第25回上智大学国連Weeksを開催します 

平和構築、ジェンダー、人権から、国際機関で活躍する若者の取組みやキャリア形成まで― 

多様なプログラムで世界の“今”を展望する 

上智大学（東京都千代田区、学長：杉村美紀）は、第25 回「上智大学国連Weeks」を 6月 8日（月）～26日

（金）に開催します。本イベントでは、平和構築やジェンダー、人権、国際協力など多様なテーマを取り上げ、

シンポジウムやワークショップを通じて来場者とともに考えます。 

注目のプログラムは、あらゆる政策や活動にジェンダーの視点を取り入れる「ジェンダー主流化」をテーマにし

たシンポジウムです（6/19）。国連での議論の深化を踏まえ、日本の地域活性化への応用を探るとともに、個人の

主体性や新たなパートナーシップによる社会変革の方向性を提示します。 

また、紛争後の平和構築をテーマに、日本の NGO「難民を助ける会」の理事長・事務局長を招いたシンポジウ

ム（6/9）や、JICA副理事長による平和構築支援の現状と課題に関する企画(6/23)も予定しています。 

さらに、人権の普遍的価値を問い直す出版記念シンポジウム(6/12)や、国際機関や国際協力分野でのキャリア形

成を考えるワークショップ(6/17)を実施。国連機関などで活動する若者たちが自身の経験を語る企画(6/15)も行

い、国際社会の現場と将来像を多角的に捉えます。 

ぜひ多くの方々にご関心をお寄せいただきたく、事前の告知へのご協力をお願い申し上げます。報道関係の皆様

もご参加いただけますので、ご希望の方は下記【参加方法】をご参照の上、ご登録ください。 

◆上智大学国連Weeksについて 

本学では、「国連の活動を通じて世界と私たちの未来を考える」をテーマに、2014年から毎年「国連

Weeks」を年2回開催しています。期間中予定されている催しは下記の通りです。各催事の登壇者な

ど、詳細は本学公式ホームページをご参照ください。 

6月9日（火） 

19：05～21：05 

対面・オンライン 

シンポジウム「NGOsが挑む平和構築とその課題～国連機関との協力も含め」 

米トランプ政権が国連拠出金を大幅に削減する中、NGOsは紛争後の「平和構築活動」をど

う実施するのか。長年、紛争地での難民支援や平和構築支援に取り組んできた日本のNGO

「難民を助ける会」の理事長と事務局長とともに、今後の方向性について議論する。 

6月12日（金） 

18：00～20：00 

対面・オンライン 

人権とは何か－『世界人権宣言と戦争と平和の論理』出版記念シンポジウム 

現代世界における基本的・普遍的な価値である人権。その意味と歴史について私たちはどれ

だけ知っているのか。このシンポジウムでは世界人権宣言へのキリスト教の影響に触れつ

つ、角 茂樹氏（元国連日本政府代表部大使、元駐ウクライナ大使）を迎え人権の意味を考

えなおしていく。 

国連Weeks公式サイトはこちら→ 

https://www.sophia.ac.jp/jpn/article/news/announcement/unweeksjune2026/
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6月15日（月） 

18：00～19：30 

対面・オンライン 

シンポジウム「国際機関で活躍する若者が語る：Youth on Social Change」 

学生アンバサダーをはじめ、国際機関でインターンやボランティアとして活躍する若者たち

が、各機関について紹介するほか、自身の経験や今後のキャリアについて議論。 

6月17日（水） 

18：00～19：30 

対面（基調講演の

み配信あり） 

国際機関・国際協力キャリア・ワークショップ 

来場者参加型のクロストーク形式のイベント。国際機関や国際協力分野でのグローバルキャ

リアについて、国際機関やNGO、民間企業での経験豊富な講師陣が、キャリア形成のコツ

やヒントを分かりやすく解説します。 

6月19日（金） 

18：00～19：30 

対面・オンライン 

シンポジウム「人類の未来を変えるジェンダー主流化：求められる新たなリーダーシップ」 

国連で深化するジェンダー主流化の議論を踏まえ、日本の地方活性化への応用を探る。兵庫

県豊岡市が人口減少を乗り越えるために官民一体となって取り組んだジェンダーギャップ

解消の取組みである「豊岡メソッド」を推進した Gender Action Platform 理事の大崎 麻子

氏による基調講演ほか、国連女性機関日本事務所長、元ニューヨーク国連NGO委員会ジェ

ンダー部会議長、三浦 まり上智大学教授ら有識者によるセッションも予定。 

6月23日（火） 

19：05～21：05 

対面・オンライン 

シンポジウム「JICAによる平和構築の挑戦～国際機関との連携も含め」 

JICA は開発途上地域への協力の一つとして、紛争後の平和で包摂的な社会の実現に向けた

平和構築事業を長年実施している。JICAによる平和構築事業の現状と課題について、JICA

副理事長の宮崎 桂氏が講演する。 

対象 どなたでも参加可能（要事前申込／参加無料） 

対面会場 四谷キャンパス 2号館17階国際会議場 

一般の方： 

参加方法 

上智大学イベント申込サイト（下記URL）からご希望のものを 

選んで申込。https://eipro.jp/sophia/eventTexts/index 

右記のQRコードからもアクセス頂けます。 

報道関係の方： 

取材申込 

オンライン聴講：上記QRコードからお申込みください。 

対面取材希望の方：事前に下記広報グループにお知らせください。 

主催 上智大学  

お問合せ先 【一般の方】上智大学国連Weeks事務局（un-weeks-co@sophia.ac.jp） 

【報道の方】上智学院広報グループ (sophiapr-co@sophia.ac.jp) 

報道関係のお問合せ：上智学院広報グループ 

Eメール：sophiapr-co@sophia.ac.jp 

https://eipro.jp/sophia/eventTexts/index

